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多様な視点から景観を語ろう

日本景観学会 会長

向殿政男

コロナ禍（新型コロナウイルス感染拡大）の影響により、多くの社会活動が大きな制約を受けたが、各学会の活動も
また例外ではなかった。緊急事態宣言の発出を受け、日本景観学会は 2020 年度に予定していたすべての学会活動を中
止するという、かつてない判断を余儀なくされた。そのようなコロナ騒動の最中、本学会を創立当初から情熱をもって
先導してこられた藤澤和会長が体調を崩され、辞任の意向を示された。こうした混乱の中、2021 年６月には土岐寛会
長が新たに就任され、会長を含む理事５名の尽力により、学会活動は困難な状況下においても確実に維持・継続されて
きた。そして 2025 年に至り、ようやく東京を離れて、兵庫県西宮市において研究会およびシンポジウムを開催できる
までになった。再飛躍に向けた準備が整いつつある、まさにその時期に、土岐会長が体調を崩され、急遽、私が会長を
仰せつかることになった次第である。
日本景観学会の目的は、景観という概念を通じて、地域、ひいては地球環境を維持し、それによって人々の心の豊か

さを高めることにあると考えている。事実、初代会長の黒川紀章氏は、「縦割りの研究体制を打破し、新しい総合的学問
としての『景観学』の構築を目指す」として、景観とは何かという思想と実践の方法を探究し、山紫水明などの資源を
生かした景観からの国づくりを目標とする高い理念を掲げられた。また、藤澤和第４代会長は、「日本の国の美しさを守
り、景観問題を通じて地球環境を守ろう」という、学会創設当初からの趣旨を明確に述べられている。
景観という考え方は、都市条例などにも取り入れられ、当学会としても各地を巡りながらシンポジウムや研究会を開

催し、普及・啓発に努めてきた。その結果、用語としては一定の市民権を得たと言えるかもしれない。しかしながら、
社会的にも教育的にも、景観はいまだ十分に重視されているとは言い難く、経済を優先した自然破壊や都市の無秩序な
拡大は後を絶たない。人口減少や大都市集中による地域の衰退が進み、人と自然、動植物との共生の思想が失われつつ
ある現在、景観問題の重要性はむしろ一層高まっている。にもかかわらず、本学会の理念は、社会の中で十分に実現さ
れているとは言えない。景観の重要性を理解にとどめず、行動へと結びつけていくために、学会として何ができるのかを、
私たちは常に問い続けなければならない。
景観の概念は極めて広く、都市景観、自然景観、田園景観など多様な景観が存在する。それらを包括する景観学、あ

るいは景観思想の全体像はいまだ明確になっていない。この課題は、将来の優れた哲学者の登場を待つべきものかもし
れない。一方で、景観はそれを観ずる人間の主観や価値観が深く関与するものであり、文化との結びつきも極めて強い。
多様な考え方、多様な景観が存在してよいとも言える。当面はそれぞれの立場を尊重しつつ、各人が自らの景観観を持
ち寄り、議論を重ねることによって、最終目標である「美しい日本」を創り、「愛おしい地球」を次世代に残すために、
景観の概念をさらに深めていくことが肝要であろう。
バブルの時代、そして飽食の時代を経験した私たちは、今こそ立ち止まり、未来の日本の在り方、地球の在り方を問

い直す時期に来ている。その中で、景観がいかに貢献し得るのかを、腰を据えて議論していきたい。そのためには長い
時間と継続的な営みが必要である。本学会が持続的に存続し、議論を積み重ねていく場であり続けることの意義は、こ
こにある。景観に関心を寄せる多くの方々の積極的な参加とご協力を心より期待したい。
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